
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 三室 中学校 ）     学校番号 ２１６                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 
○自ら学ぶ生徒の育成 ○心豊かな生徒の育成 ○健康でたくましい生徒の育成 
教職員が生徒一人ひとりに寄り添い、生徒どうしが互いに磨き合える、 

明るく活気のある学校を保護者や地域の方といっしょにつくる 
     

 
 

          

重 点 目 標 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現を目指す学習指導の充実 
２ 生徒と教職員との豊かな人間関係に支えられた生徒指導・教育相談の充実 
３ 学校を核とした持続可能なスクール・コミュニティの構築 
４ 協力して明るく活気のある学校づくりを目指す力のある教職員の育成 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年２月１６日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

＜現状＞ 

○全国学力・学習状況調査及び市の学習状況調査

において、学習への関心や意欲に係る質問に対

する肯定的な回答の割合が国語、理科で上昇し

ている。 

○学校評価における学習指導や評価に係る質問に

対する保護者の肯定的な回答の割合が８割以上

に上昇している。 

＜課題＞ 

○全国学力・学習状況調査の結果を分析したとこ

ろ、データを活用するなどして、自分の考えを

構築する設問に無回答が多く見られる。 

○学校評価における宿題や復習等の取組に係る質

問に対する生徒の肯定的な回答が約８割にとど

まっている。 

・授業規律の徹

底と「なぜ」

「 ど う や っ

て」を重視す

る活気ある授

業の創造  

①自律した学び手を育成する「三室中

GIGA スクール」「三室中読解力向上

プラン」の推進 

②授業づくりに係る情報共有の推進及び

よい授業のアンケートへの独自項目

の設定などによる授業力の向上 

 

①市学習状況調査等における各教科の学

習意欲に係る質問に対する肯定的な

回答の割合が高まるとともに、全国

調査における無解答の割合が減少し

たか。 

②「三室中学校の授業づくり」に基づく

学習指導の充実を図るため、授業研

究会や校内研修が活発に行われた

か。 

①市学習状況調査等における各教科の学習意

欲に係る質問に対する肯定的な回答の割合

は令和３年度比平均４．９％減少したが、

全国調査における無解答の割合は令和３年

度比平均４．２％減少した。 

※Ｒ３は２科、Ｒ４は３科の平均 

②週１回の研修推進委員会を中心に校内研修

会において準備を進め、１１月には「読解

力向上及びＩＣＴ活用を視点とした授業改

善」に係る研究発表会を開催した。 

Ａ 

→市学習状況調査等において、「学校

生活で不安なことはなんですか」と

の質問に対し、約４４％の生徒が

「学習」と回答している状況を改善

するべく、次年度は「個別最適化」

「ユニバーサルデザイン」について

全校で研究し、学習面における安全

安心な風土を醸成する。 

 

・様々な授業改善の取組が、子

どもたちにとって楽しい授業

の提供につながっているよう

でうれしい。 

・正解のある問いに答える訓練

だけでなく、考えたり、表現

したりする学習を重視してほ

しい。 

・授業に関する学校評価項目に

ついては肯定的な回答の割合

が９０％を超えるよう努力し

てほしい。 

・家庭学習の充実について、保

護者と学校が話し合うことが

必要である。 

・教科横断的な

学習や個別最

適化された学

習指導への挑

戦  

①校務支援を含めた EdTech ツール等の

導入による個別最適化された学習指導

への挑戦  

①STEAMSTIME 等の新たな学びの創造、

及び誰ひとり取り残さない学習機会の

創出に取り組み、学校評価における生

徒保護者の授業に係る質問に対する肯

定的な回答の割合が増加したか。 

①EdTech 補助金を活用してアセスメントツー

ルを導入し、生徒のコンピテンシーに焦点

を当てた授業づくりに係る研修を進め、学

校評価では「一人ひとりの生徒の能力やが

んばりを生かす授業を行っている」につい

て保護者からの肯定的な回答が令和３年度

比２．９％増加し、８４．８％となった。 

Ｂ 

→今年度のアセススメントツールの診

断を基に、生徒に対する強度の設定

について話し合うとともに、生徒が

自分の考えや意見を伝え合う場面の

充実に向けて研修を進める。 
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＜現状＞ 

○全国学力・学習状況調査及び市の学習状況調査

において、学校に行くのが楽しいと回答する生

徒は約９割に上昇している。 

○学校評価におけるいじめや問題行動への指導、

保護者からの相談を受ける体制に係る質問に対

する保護者の肯定的な回答の割合が約９割に上

昇している。 

＜課題＞ 

○コロナ禍によるストレスが生徒の心身に与える

影響が大きいことから、今後も、生徒一人ひと

りの状況を的確に把握し、組織的に支援してい

く体制づくりが必要である。 

・「三室中学校

いじめ防止基

本方針」に基

づく、いじめ

防止対策の推

進 

①生徒の安心と安全を守るための危機的

事案に対するスピーディで組織的な

対応 

 

①生徒指導部会・教育相談部会を定期的

に開催することにより、いじめの覚

知、認知、指導、見守り、解消の対応

を確実に実施し、学校評価における生

徒保護者の生徒指導・教育相談に係る

質問に対する肯定的な回答の割合が増

加したか。 

 

①学校評価では「いじめや問題行動につい

て、実態を見落とすことなく、適切に指導

している」について、保護者からの肯定的

な回答の割合は令和３年度比０．６％増加

し、８９．１％となった。また、「生徒や

保護者からの相談に対して誠実に対応して

いる」について、保護者からの肯定的な回

答は令和３年度比２．２％増加し、９３．

３％となった。 

Ａ 

→いじめの問題については、引き続

き、「いじめの芽」のうちに対応す

る機運を大切にするとともに、保護

者に対するいじめの問題に対する啓

発活動に取り組む。 

→生徒の自己存在感を高めるため、学

校行事等の充実を図る。 

 

・いじめや問題行動に係る対応

が早く、大変すばらしい。そ

の体制を維持してほしい。 

・心が揺れる時期の子どもたち

に寄り添ってくれる先生方の

存在が頼もしい。 

・自己肯定感を高める指導を大

切にしてほしい。 

・三室中の生徒が悪いというこ

とではなく、中学生年代にあ

る子どもたちには、マナーに

関する指導が重要である。 

 

・ガイダンスと

カウンセリン

グのバランス

の取れた生徒

指導・教育相

談の推進 

①第３次さいたま市生徒指導総合計画

「子ども輝きプラン」に基づいた指

導の充実 

②校則の見直し等の継続による Well-

Being な学校づくり 

①「見守り強化チェックリスト」等によ

り、定期的に生徒指導・教育相談体制

の点検を行えたか。 

②校則の見直しを継続するとともに、制

服について検討することができたか。 

①「見守り強化チェックリスト」「年間指導

計画上の危機予測シート」などを活用し、

定期的に生徒指導・教育相談体制を見直

し、時期や生徒の状況を踏まえた指導を行

うことができた。 

②地域及び保護者の代表、生徒、教職員によ

る制服検討委員会を開催し、女子用のスラ

ックスを導入することができた。 

Ｂ 

→引き続き、「迅速・誠実・アフター

ケア」を体現する危機的事案に対す

るスピーディで組織的な対応が取れ

る体制を維持する。また、生徒の考

えや意見を踏まえた生活のルールづ

くりを継続していく。 
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＜現状＞ 

○昨年度の学校運営協議会準備会において、目指

す生徒の姿について熟議をし、「自分の考えを

自分の言葉で言える生徒」「自分の言葉に責任

をもとうとする生徒」を学校と地域が協力して

育てていくことを確認した。 

＜課題＞ 

〇今年度は、学校運営協議会を立ち上げ、目指す

生徒の姿を、家庭、地域、地元の企業などに広

め、地域に住み、地域に集う全ての人々と共有

できるようにする。また、そのために学校の抱

える課題について積極的に情報提供し、課題の

解決に向けた方策について検討する。 

・学校 HPや学校

公開を活用し

た教育活動に

係る積極的な

情報発信 

 

①大きく変化する学校教育に係る説明機

会を創出するなど、地域に開かれた学

校づくりの一層の推進 

①学校ＨＰや安心メールによる情報提供

を積極的に行い、学校評価における情

報公開に係る質問に対する保護者の肯

定的な回答の割合が増加したか。 

①学校評価では「教育活動を保護者や地域に

積極的に公開している」「家庭や地域への

連絡を分かりやすく行っている」につい

て、保護者からの肯定的な回答が令和３年

度比平均５．４％増加し、９１．４％とな

った。 

Ａ 

→今年度の合唱祭で実施した各家庭へ

のオンライン配信や、面談等のオン

ライン化に取り組む。また、生徒の

交通事故防止に保護者と協力して取

り組む。 

 

・地域の行事はこれから復活し

てくるだろうが、学校行事な

ど、子どもたちが実際に体験

をして学ぶ機会の確保に努め

てほしい。 
・子どもたちのために学校運営

協議会として活動ができると

よい。 
・学校運営協議

会を核とした

持続可能なス

クール・コミ

ュニティの構

築   

①学校運営協議会の開催に寄り、三室中

学校の現状について地域の方と情報を

共有し、課題の解決に当たる。  

①学校運営協議会の内容を保護者の方に

周知することにより、学校評価におけ

る地域との連携に係る質問に対する保

護者の肯定的な回答の割合が増加した

か。 

①学校評価のコミュニティスクールに関する

項目「三室中学校は、地域の特色を生かし

た学校づくりを行っている」について、保

護者からの肯定的な回答が令和３年度比

３．４％増加し、９４．３％となった。 

Ｂ 

→三室小学校１５０周年事業への協力

を核として、中学生が活動している

様子を地域の方に参観していただく

機会を引き続き設定する。 

4 

＜現状＞ 

○新たな学びのスタイル心となる、情報端末をは

じめとしたＩＣＴの活用方法について、エヴァ

ンジェリストが中心となり研修を重ねてきた。 

○教科の枠を越えてよりよい授業づくりについて

話し合う教職員の姿が見え始めている。 

＜課題＞ 

○２０代、３０代が半数以上を占める職員集団と

なっており、学習指導、生徒指導両面で経験の

少なさを補う手立てが必要である。 

○コロナ禍による各種活動への対応のため、勤務

時間外在校時間が多くなっている。 

・教職員の同僚

性を高め、居

心地のよい職

員室の構築 

・教職員の危機

意識の向上に

よる働き方改

革 

 

 

 

 

①授業づくりにおける研修推進委員、Ｉ

ＣＴ活用におけるエバンジェリスト及

び生徒指導・教育相談における各主任

から教職員に向けて指導のポイントを

発信するなど、ミドルリーダーを中心

とした教育活動の展開 

②教員が本来の業務である授業準備や生

徒と話をする時間を確保するため、物

理的な業務削減を実施するとともに

「年間計画上の危機予測シート」を活

用した教職員の危機意識の向上による

働き方改革の推進 

①各種主任からの情報発信を週に１回程

度継続することができたか。 

②勤務時間外在校時間を令和３年度比

５％削減することができたか。 

①生徒指導主任、教育相談主任、研修主任等

から全職員に向けて、週に１回程度の定期

的な情報発信を行うとともに、エバンジェ

リストからＩＣＴ活用に係る情報を不定期

に発信することができた。 

②学年主任を中心として情報共有に基づいた

組織的な対応を重ね、勤務時間外在校時間

については、令和３年度平均２５時間から

令和４年度平均２１時間へ削減することが

できた。 

Ｂ 

→職員の同僚性を高めるため、職員間

の声掛けを引き続き大切にする。ま

た、不要なもの無駄なものの廃棄に

努め、在校時間を意識した業務の進

め方をＩＣＴの活用により一層推進

する。 
 

・部活動の地域移行については

段階的に進んでいくとのこと

なので、期待している。 

・無駄や重複等のないように業

務を見直してほしい。 



 


